
マルチフィ〡ルドEMFメ〡タ〡
ユ〡ザ〡マニュアル

概要
EM検出器は、持ち運び可能な健康と安全のフィールド検出器で、交流磁場、
電場、および高周波（RF）放射線を検出することができます。主に、生活や
作業環境における非電離放射線、磁場、そして高周波放射線が人体に及ぼす
影響を検出し、評価するために使用されます。

特徴
• 交流磁場、電場、そして高周波/マイクロ波放射線の強度を検出
• 交流磁場の測定は3軸モードで行われ、任意の方向で測定可能
• 磁場測定範囲: 0.01~200.0 µT / 0.1~2000 mG
• 電場測定範囲: 12000 V/m
• RF（高周波）測定範囲: 0.001~100.0 mW/m²
• ピーク測定
• データホールド
• 最大保持
• 音声および光アラーム
• 測定値、ピーク値、およびトレンドグラフを同時に表示

用途
• 携帯電話や信号送信塔の放射線検出
• 知能電気機器のRF（高周波）放射線検出
• Wi-FiルーターおよびBluetooth RF放射線の検出
• 高電圧送電線および変圧器のEMF放射線検出
• コンピュータ、エアコン、冷蔵庫、テレビ、電子レンジ、コピー機、モニタ
ーなどの電気機器のEMF放射線検出
• ワイヤレスピンホールカメラ、ワイヤレス盗聴器の検出
• 自動車内のEMF放射線検出
• 電磁波放射線保護機器（例：電磁放射線シールドの検証、電磁波保護衣、コ
ンピュータ用放射線スクリーン／保護材料など）の検出

• 電源オン/オフ
「    」キーを押して電源をオンにします。電源をオフにするには、約1秒間押
し続けます。

• 自動電源オフ
電源をオンにすると、ディスプレイに「    」シンボルが表示されます。キー
操作がない場合、約15分後にメーターは自動的に電源オフします。

• 自動電源オフのキャンセル
「HOLD」キーを押し続けながら「    」キーを押して電源をオンにし、その後
「HOLD」キーを放します。ディスプレイ上の「    」シンボルが消えます。
自動電源オフ機能はキャンセルされました。電源を再度オンにすると、自動電
源オフ機能が再開します。
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測定操作
注意：測定中は、メーターの上部にあるセンサーを手や他の物で覆わない
でください。

AC磁場検出

1. 「     」キーを押してメーターの電源を入れます。
2. 「FUNC」キーを押して「       」磁場uTまたはmGの測定機能を選択し
ます。
3. メーターを持ち（上図のように）、メーターの上部を測定する位置に保
ちます。
4. 測定値が<0.12uT (1.2mG)のとき、ディスプレイは緑に点灯します。
5. 測定値が<0.40uT (4.0mG)のとき、ディスプレイはオレンジ色に点灯し
ます。
6. 測定値が≥0.40uT (4.0mG)のとき、ディスプレイは赤色に点灯します。
7. ディスプレイから測定結果を読み取ります。

磁場モードでは、3軸モードでX、Y、Z方向に指向するため、任意の方向で
測定が可能です。X、Y、Zの信号は機器の上部近くで実際の磁場強度に統
合されます。
多くの家庭やオフィスには、高い磁場の測定値が出る場所がいくつかあり
ます。
これらの磁場は、主に不一致の内部配線、ディスプレイ、蛍光灯、調光器
、変圧器、電気毛布、ヒーター、または電気機器に含まれるモーターを持
つ他の機器から発生します。

AC電場検出

1. 「     」キーを押してメーターの電源を入れます。
2. 「FUNC」キーを押して「       」電場測定機能を選択します。
3. メーターを持ち（上図のように）、メーターの上部を測定する位置に保
ちます。

4. 測定値が<40V/mのとき、ディスプレイは緑に点灯します。
5. 測定値が<400V/mのとき、ディスプレイはオレンジ色に点灯します。
6. 測定値が≥400V/mのとき、ディスプレイは赤色に点灯します。
7. ディスプレイから測定結果を読み取ります。

注意:
測定中、メーターの上部にあるセンサーを手や他の物で覆わないでくださ
い。体は電場を遮りやすく、メーターの表面を手で覆うと測定値が低くな
ります。メーターの下部に手があると電場が圧縮され、メーターが体から
離れているときよりも読み取り値がやや高くなります。いずれの場合も、
メーター近くの実際の電場が表示されます。
ほとんどの家庭やオフィスには、高い電場測定値が出る場所があります。
これらの電場は、主に誤った接地をされた機器、ビデオディスプレイの前
面、蛍光灯などから発生します。

RFおよびマイクロ波フィールド検出

1.「    」キーを押してメーターの電源を入れます。
2.「FUNC」キーを押して「       」RFフィールド測定機能を選択します。
3. メーターを持ち（上図のように）、メーターの上部を測定する位置に保
ちます。
4. 測定値が<10mW/m²のとき、ディスプレイは緑に点灯します。
5. 測定値が<50mW/m²のとき、ディスプレイはオレンジ色に点灯します。
6. 測定値が≥50mW/m²のとき、ディスプレイは赤色に点灯します。
7. ディスプレイから測定結果を読み取ります。

注意:
測定中、メーターの上部にあるセンサーを手や他の物で覆わないでくださ
い。体はRF信号を簡単に遮断する可能性があり、メーターの表面を手で覆
うと読み取り値が低くなります。
RFおよびマイクロ波は、特殊な電場と磁場の組み合わせで構成されていま
す。約100MHz以下の周波数では、導体への主な影響は磁場からのみ発生

します。これは、電場成分が体内に生成する電流が、磁場成分ほど強くな
いためです。特に、電波の波長が体の高さより短くない限り、電場成分の
影響は少なくなります。
デジタル機器（携帯電話やスマートメーターなど）が放射するRFを読み取
るときには、ディスプレイ中央に表示される「PEAK」ピーク測定値が重要
です。デジタルRF機器からの信号は、不規則な短いパケットで送信される
ためです。

ピーク測定
PEAKはこれらの信号を検出し、最も強い信号を約3秒間表示します。

バッテリーの交換
ディスプレイ画面に「      」シンボルが表示されると、バッテリーが低下
していることを意味します。バッテリーを速やかに交換してください。

一般的な家庭やオフィスのEMFレベル
一般的に、家庭やオフィスを測定する場合は、人が過ごす実際のエリア（
またはEMFに敏感な機器があるエリア）のみが重要です。典型的な家庭や
オフィスでは、磁場は通常0.50uT（5.0mG）未満、電場は通常20V/m未
満、ラジオ周波数は通常5,000mW/m²未満です。

免責事項
メーターの使用は、非電離放射線にさらされるかどうかをユーザー自身が
決定するものです。ユーザーは、メーターが正常に機能するかどうかを確
認するために、既知の基準値で測定する必要があります。このメーターの
テストデータは参考用であり、メーカーまたは販売店は、メーターの不正
確な知識や電磁波による健康リスクによって生じた損害については責任を
負いません。メーターは、家庭やオフィスでの相対的な曝露を減らすため
に、簡単な対策（例: 家具や放射線源機器の移動）を取るべきです。より正
確な測定が必要な場合は、専門家に相談するか、他の種類のメーターを使
用して正確な測定を行うことをお勧めします。

LCD表示

• アラーム音のオン/オフ
「       」キーを押してアラーム音をオンまたはオフにします。

• 最大測定
「MAX」キーを押して最大値記憶を開始します。再度「MAX」キーを押
すと、通常測定に戻ります。

• データホールド
「HOLD」キーを押して表示ロックをオンまたはオフにします。

測定機能の選択
「FUNC」キーを押して、磁場（UT）、磁場（mG）、電場（V/m）、お
よびRF（mW/m²）の各機能を選択します。

測定値は、可能な限り安定かつ正確な読み取りを得るために、フィールド
測定の平均値です。トレンドグラフは、フィールド測定の変化傾向に対す
る迅速な応答です。ピーク値は、測定された最大ピーク値で、約3秒間保持
されるか、より大きなピーク値が測定されるまで維持されます。

自動電源オフ表示 バッテリー残量低下表示
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